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ベ リン グスハ ウゼ ン海 を往 く
石和田靖章
それは1980年12月27日のことであったが,南 緯66度
余,西 経95度付近で最初に氷山に出会った時,多 分誰で
もそうであるように,私 は初めて南極圏に入ったことを
実感した.水蝕を受けて傾いた,少 々哀れな小さい第一
号氷山だったが,次 々と現われる堂々とした氷山,と り
わけ卓状氷山の青く海に映える水蝕洞の美しさ,音 もな
く氷爆となって崖端の崩落する壮絶な光景は,何か幻想
的なものでさえあった.そ して68度44分で到着 したパッ
クアイス原は,奇 怪な形をした氷山を多数閉 じ込め,そ
の白夜のもとの静寂かつ荒涼たるたたずまいは,都会の
喧燥に明け暮れてきた半生を振 り返るの に十 分 で あっ
た.
もとに戻るが,地 質調査船白嶺丸(1821.6総トン〉が
船橋基地を出港したのは11月24日であったが,私 は空路
二rジ ーランドに向かい,12月12日にウェリントン港
で乗船した.本船は1974年4月に就役したが,実 は私は
当初の予算要求と概 念設 計の当事者でもあったのであ
る.しかし航海に乗船するのはこれが初めてで,久 し振
りに成長した娘に会った気分であった,そ して予算の関
係とはいえ,耐氷構造にできなかったことに軽い後悔を
覚えたのであった.
さて今回の航海は計109日,実調査作業は30日で あっ
たが,そ の目的は西南極沖合ベ リングスハウゼ ン海の大
陸縁辺部における堆積盆地の性格を確める為の海底地質
調査であった.こ の調査は通産省の委託を受けて石油公
団が実施したのであるが,こ のことが一部の疑い深い人
達の目に,日本が抜駆け的に石油探査をすると映ったら
しく,そのいい例がウェリントンでのプレスインタビュ
ーであった.確かに計画は石油地質学的考慮のもとに立
てられたが,鉱物資源賦存可能性について基礎的調査研
究をすることは諸外国でも行っていることであ り,むし
ろ国費を投 じて地質情報の増加を図ることは褒められて
然るべきではないか,と 私は思 うのである.南極条約の
レジーム下で凍結されているのは,商 業的あるいは環境
汚染の恐れのある(例 えば石油試掘)探 査行為なのであ
る,
私達の行った調査の主要 項 目は,① エアガ ンを震源
(550～700in3)とする地震探査反 射法(約3,280km)
②ソノブイ屈折法探査(5か 所)③ 船上重力探査④海上
磁気探査⑤地殻熱流量測定(7点)⑥ ピス トンコァ採取
(8点)⑦ ドレッジ(7点)な どであった.こ れらは事
前の予想以上の実績となったが,これは異常 といえる程
気象と氷象の条件に恵まれたからであった.また見逃せ
ないのは,白 嶺丸は地質調査専用船であ り,装備だけで
はなく,船長以下船員が各種作業に慣熟していたことが
好実績を生んだ大きな背景である.ち なみに調査団は石
油公団のほか,地 質調査所,東 京大学海洋研究所,神 戸
大学などのメンバーから成 り,気象技術者2名 を含めて
総員23名であった.
私は調査前半の団長を勤めたが,南 十字星のもと大自
然に久し振 りに接し得たことを心から喜んでいる.し か
し四六時中動揺の激 しい船上生活を1か 月余もしたこと
は,ま さしく"年寄 りの冷水"で,す っかりくたびれた
というのが本音である.
(筆者1石 油公団理事 ・石油開発技術センター所長)
南極観測隊便 り
一 策22次越 冬隊の近況一
越冬生活も4月末で3か 月目を迎えた.日 照時間も日
増しに短か くなり,長い冬の始まりももうすぐである.
海氷の発達がおもわしくなく,懸念されていたみずほ基
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地への秋旅行は,よ うや く5月6nに 出発することがで
きた.森 脇隊員をリーダーとする日高,馬 淵,佐 藤,大
桃 間島の6名 で構成され,み ずほ基地からは西村,紙
谷,末 田の3隊 員が昭和基地に帰ってくる.旅 行隊はみ
ずほ基地に佐藤隊員を残 して28Hに昭和基地にもどる予
定である.
みずほ基地では,これに先立ち4月12nから16日まで
内陸旅行が行われた,目的は無人観測点M2の 保守点検
と,雪尺網の再測,雪資料の採取である.この期間中の
最低気温は一55.5'℃まで下がP,全 行程中視程は500m
以下であった.こ のようにきびしい状況にもか か わ ら
ず,雪 上車のパンクの事故はなかった.しかし全員軽い
凍傷になった.
5月3ri,海氷調査を実施中,東 テオイや島北東海岸
に23羽の皇帝ペ ンギンを発見した.ま た,ギ ンフルマー
カモメもしくはナンキョククルマーカモメと推定される
約20～30羽の鳥の群れが昭和基地に飛来 した.
昭和基地では,4月27[1～29F|に今年になって初めて
のブリザー ドに見舞われた.昨 年同様横雪が少な く飲料
水に不便をきたしている.飲料水は,給 水車による第1
ダムの水汲みと氷山氷の融解を併用して得ていたが,ダ
ムの水位も低くなり塩分濃度も増したため,氷山氷だけ
から水を得るようにした.
ピラタスの飛行は,天候が悪 く4月中は1Hだ けのフ
ライトを行ったのみで,7月 下旬までしば らくの間中止
される.基 地での定常的観測は機器の トラブルが多少あ
るものの,ほ ぼ順調で隊員も全員元気である.
みずほ基地では,ド リフ トによる建物の埋没がさらに
進み,16KVA発電機室の排気道が雪で詰まり,新たな
煙道を新設した,基地のいたる所で建物のひずみが大き
くな り,隊員は時 々補強をしてしのいでいる.
一第22次夏隊員帰国一
昨年11月25日出港した第22次南極地域観測隊44名の う
ち,福西港則隊長以下夏隊員10名は4月20日東京港晴海
埠頭に全員元気に帰港した,
南極地域での行動中は天候にめぐまれ,越 冬に必要な
全物資約450トンの空輸を1月28日に終え,あけぼの岩
・天文台岩 ・新南岩の地学調査及びやまと山脈 ・オラフ
海岸の航空写真撮影を実施した.
夏期建設作業は,情 報処理棟 ・西オングル島無人観測
所 ・短波通信用大型ロンビックア ンテナ及び衛星通信用
マ リサット移動局の建設を行った.
この他,昭 和基地周辺海域の生物潜水調査,第21次隊
と共同で地学人工地震観測及びマランジョージナや基地
での超高層日ソ共同観測の引き継ぎ等を行った.
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帰路の海洋観測は,13か所で定点観測を実施し,その
他の各部閂も所期の目的を果すことができた.
第21次越冬隊紀行
川ロ 貞男
概要
昭和55年2月1[.L第20次隊との引き継ぎを完了し,
夏期建設作業も終 りに近ずいた頃,"ふじ"乗組員に事故
があ り,ふ じは予定を切 り上げて,急拠帰国の途につい
た.夏 期宿舎建設の残作業も含め,冬 ごもりの準備も進
み,各 観測部門も順調に観測に入っていた.セ スナ,ピ
ラタスの2機 の飛行機も,空中写真や,み ずほ基地への
補給などに活躍し,ピ ラタスはほぼこのシーズンの仕事
を終 り,セスナもあと2回程の空中写真撮影に使い,共
々格納しようとしている時に流失事故が発生した.こ の
時のブ リザー ドにより,オ ングル陽周辺を含め,リ ュッ
ォ・ホルム湾内の海氷はほとんど流れ去った.こ の頃か
ら昭和基地の気温は平年に比べ極めて高い値を示し,越
冬期間を通 じて月平均気温は毎月のようにレコー ドをつ
くった.こ の気温の経過と相ま今て,基 地周辺の海の結
氷が遅れ,大陸へのルートは7月 になって,よ うや く確
保された.
第21次越冬隊は重点観測項口として,地 学部門の 「人
工地震探査による地下構造の地球物理学的研究」及び気
水圏部門の 「海氷域及びみずほ基地を中心とする氷床域
における熱収支観測」を計画していた.こ のため,みず
ほ基地への人員交代,物 資補給の旅行,無 人観測点の設
置保守の旅行,人 工地震のための旅行を計画 して いた
が,海 氷の安定が遅れたため,秋 のみずほ基地への旅行
はとり【王めた.み ずほ基地での生活,観 測に対しては,
補給なしでも充分やれるだけの準備をしていたのでほと
んど支障はなかったが,無 人観測点の保守,点 検ができ
ず充分のデーターがとれなかった.ま た,秋 に予定 して
いた人二L地震予備実験は7月 まで延期することとな り以
後のスケジュールが若干ハー ドになった.
しかし,冬明け後は,旅 行を伴 う計画も順 調 に経過
し,人 工地震観測,み ずほ基地での観測とも,当初計両
をすべて実施することができ,更に当初計画になかった
やまと山脈旅行によ り,セルロンダーネ山脈の航空機に
よる予察をやれたことは,地 学部門の将来計画に対して
大きな成果であった.
一方,昭和基地での観測は,氷 状とは無関係に順調に
進んだ.今 次隊から受信し始めた気象衛星データーは,
天気状況のみならず,海 氷状況に関する情報も得ること
ができ,野 外行動計画をたてる上でも非常に有効であっ
た,
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また海が開いた事,そ の後も海氷は例年 に較 べ て薄
く,穴をあけるのが比較的容易であった事によ り多くの
底生生物を採集することができた.
人工地震探査
人.[二地震探査は21次越冬隊の最大の仕事であった.5
～6月 に東西オ ングル島及びその周辺で発破や地震計の
テス トをしたあと,7月 には沿岸から50km程入った地
点で,火 薬をつめる穴のボーリングテストを含めて総合
予備実験を行い万全を期した,10月から11月にかけて,
昭和基地か らみずほ基地へのルー ト上での木実験を実施
した.260kmの測線上に27点の地11S;i・を設置した.そ
れ らの点は,測地衛星を用いて緯経度を決めた.発 破地
点は,み ずほ基地及び中間地点 とした.み ずほ基地では
143m深の穴を掘 り,1.4トンの火薬,中 間地点では100
m深 の穴に1.0トンの火薬を用いた.発破は11fi12|.1及
び15日に行われ,い ずれも成功した.こ の実験には,大
型雪上車5台,機15台,居住カブース3台,参 加人員14
名,食糧1000人!.1を要したほか,み ずほ基地滞在者や航
空機がこれを支援した,1月 には同 じ測線を使い発破を
海中で実施(火 薬量3ト ン)し,こ れも成功した.
極域気水圏観測(POLEX)
20次隊によりみずほ基地に1ま,30m観測タワーが建
設 され,接 地気層の観測が精力的に実施されたが,21次
隊では,この観測をそのまま引き継 ぐと共に,カタバ風の
垂直構造やカタバ風の原因となっている温度逆転層の構
造,更 にはこの領域での大気循環の様相を解明するため
にレーウィンゾンデを飛揚して高層気象観測を行った.
ゾンデは低層ゾンデと呼ばれるものであるが,地上から
約4000mの高さまでの気温,気 圧,風 「AJ風速を測定で
きるものである.みずほ基地乃ような中部高原カタバ風
地帯での観測は,非 常に困難なために各国ともまだやっ
てなく,約70Fi]1)今度の観測データーの価値は大きい.
一方,昭和基地近 くの海氷域では,海 氷を通 しての,海
と大気の問の熱の交換過程を,氷 がまだ厚い時から次第
に薄 くなるまでの数か月にわたって観測した.海 氷が大
気に及ぼす影響,或 いは逆に大気が海氷に及ぼす影響に
ついての多くの知見が得られるものと思う.
み ず ほ 基地 で ゾ ンデ を揚 げ る
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人 工 地震 観 測 の大 爆 破 の た め の 火 薬 装 て ん 川 の ボ ーV;・ク'はみ ずほ 躾 地 近 くで143m,
H231で100mの 深 さま で掘 っ た.
そ の 他 興味 深 い もの とし て は,例 えば,生 物 部II「1では
航 空 機 を 使 っ て の 大型 セ ンサ ス を行 っ たが,リ ュ ツ ォ ・
ホル ム 湾 の ア ザ ラ シ頭 数 は,2000頭以 上,プ リ ンス オ ラ
フ海 岸 域 で は1400頭以 上 で あ る こ とが わか った.ま た,
16次隊 で 発 見 した リー セ ル ラル セ ン半島 付 近 の 皇 帝 ペ ン
ギ ンル ッカ リー の再 調査 を行 う と共 に,新 し く梅 干 岩 付
近 で ル ッカ リー を 発見 し た.超 高 層 部 門 で は,み ず ほ,
昭 和 基 地 間 でVHFス キ ャ ッ ター通 信 の実 験 を行 った.
これ は,昭 和 基 地 で 発射 したVHF電 波 が,オ ー ロ ラ に
よ っ て 反 射 され てみ ず ほ 基 地 まで と ど か な い だ ろ うか,
とい う もの で,条 件 さえ整 え ばVHF波 を使 っ て,こ の
よ うな 方 法 で通 信 が可 能 な こ とが わ か った.
設 営 ・生活
気 温 が 高 い と共 に非 常 に 降雪 の 少 い 年で あ った.こ の
た め基 地 周 りの ドリ フ トが少 く,生 活 水 を ドリフ トに 頼
る こ とが で き な か った.池 の 水 を可 能 な 限 り 利 用 し た
が,5月 末 ま で が 限度 で あ っ た.池 に ヒ ー タ ー を入 れ て
取 水 口 は確 保 し て も,池 か ら基 地 の 貯 水 槽 ま で の バ イ ブ
が,送 水 を始 め て30分も し な い うち に 凍 りつ い て し ま
う.ま た,水 その もの も,池 の 氷 が 厚 くな る と共 に塩 分
が 濃 縮 され て,余 程 舌の 鈍 い者 に も し ょっ ぱ か った.そ
の 頃 か ら,基 地 近 くの 氷 山 まで は,氷 取 りに 行 く こ とが
で き る よ うにな り,生 活 水 もす べ て 氷 山 氷 か ら得 た.櫨
1台 約1.5トン,4台 ず つ 取 って 来 る と5|1間位 もっ た.
即ち1人1日 約401の消費とな り,例年よ[)R)や少い程
度である.
冬があけると共に,調査旅行が目白おしにあった.担
当隊員,設営部門の隊員は勿論,基 地観測の他部門の隊
員も交代で応援 して貰った.結 果的には,越 冬隊員全員
が,昭 和,み ずほ両基地の生活 を経験 した.ま た旅行
は,しばしば視界の悪い日や夜も走 らなければならなか
った.試験的に持ち込んだ雲上軍用のレーダーが,思 い
がけなくルー ト上の竹竿や ドラム缶を非常によく映し出
し,ル ートを示 してくれた.置上車SM50のスピードが
数年前まで使っていたKD60にくらべて格段に増したこ
とも,今回の人工地震実験などのように,測 線上に設置
した地震計を短時間でチェックしてまわらなければなら
なかったのだが,非 常に有効であった.
ソ連隊の友情によって戻って来たピラタスポーターの
活躍は目ざましかった.航 空磁気測量,ア ザラシセンサ
ス,|.1射観測,マ ルチハンドカメラによる地質調査,セ
ルロンダーネ山脈の偵察,人 工地震などの 内陸 調査支
援,氷 状偵察など,約250時間の飛行を行った.セ スナ
機の飛f　J:時間 と合わせると305時間の飛行であった.南
極のようなところで飛行機を維持することは,伸 々大変
であるが,そ の有効性は大きい.
(筆.者:第21次観測隊越冬隊長
地球物理学研究部門教授)
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第22次夏隊紀行
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福西 浩
第22次夏 隣 は 約5か 月間 の 行動 を 終 え て,4月201il]li;
海 に戻 って き ま した.南 極 の 夏 の オ ペ レ ー シ コ ンで は,
物 資 の 輸 送 にbllえ,建設 作 業,内 陸 旅 行,ll}岸野 外 調
査,航 空 機 観 測 等 い ろ いろ な 作 業 が あ り,..・番 印 象 に 残
った こ とは,情 報処 理 棟 の 建 設 とコ ン ピ ュ ー タの 搬 入,
衛 星通 信施 設 の 建 設 な ど を計 画 どお り実 施 す る こ とが で
き,昭 和 基 地 の 稻 報 化時 代 の;相舅け を行 う こ とが で きた
こ とで す.
111:YFの先進[lqでは,す で に 情 報1ヒ時 代 を 迎 え て い ま
す.コ ン ヒ.t－タ と通fl亨回 線 を結 び つ け る こ とに よ り,
「ム く ・般 の 人 々が,必 要 な 情 報 を,遠 く離 れ た 場 所 か ら
で も 自ll|に使え る よ うにな って きま した.し か し これ ま
で の 南 極観 測で は,観 測 デ ー タ を船 で 日本 に持 ち 帰 って
い たの で,そ れ らをす ぐに利 川す る こ とは で き ませ ん で
した.更 に 不 便 な こ とは,デ ー タ を い ろ い ろな 規 格 で 記
録 紙 や 磁 気 テ ー プ に収 録 して きた の で,観 測 者以 外 の.一・
般 の 人 々が それ らの デ ー タを使 うこ とは 非 常 に 困 難 な 状
態 で した.そ こで 昭 和 」,9J也に コ ンピ ュ ー タ を設 置 し,観
測 され た デ ー タを その 場 で 処 理 し,必 要 な デ ー タだ け を
衛 星通 信 回線 に 乗せ て]1本に 送 る こ とが で きな い か と南
極 関 係liは長 年 考 え て き ま し た.そ し て今 か ら4年 前
に,こ う した シス テ ム を開 発す る計 画 が ス タ ー トし ま し
た.き び しい 「1然条 件 にカ|1え,物資 の 補給 を年 に 一 度 し
か 行 え な い とい う特 殊 な 南 極 の 環 境 で も確 実 に動 く シス
テ ム を開 発 す る こ とに,極 地 研 究 所 や関 連 会社 の 関 係 者
は.1"1:労しま した.コ ンピ ュー タ を は じめ,そ れ を設 置す
る 情 報処 理 棟 の 構造 に も 考 え られ る 限 りの 数 々の1/kが
こ ら され ま した,例 えば 微弱 な電 波 を観 測 して い る超 高
層 部 門 の 観 測 に 影響 を 与 え な い よ う,コ ンピ ュー タ室 の
シー ル ドを完 全 に 行 っ た こ と,コ ン ピ ュー タ の 電 源 を
MGを 川 い 別 系 統 に し た こ と,観 測 デ ー タの コ ンピ ュ ー
タへ の 入力 部 に 絶縁 ア ンプ を用 い た こ と,接 地 を コ ンビ
.・.一夕 と観 測 器 それ ぞれ 別 系統 で海 中 に と っ た こ と な ど
が あ ります.
22次隊 は4年 間 に わ た っ て開 発 さ れ た コ ン ヒ",一夕
と,そ れ に 関 連 した設 備 を.・話 して昭 和J19地に搬 入 し ま
した が,コ ン ビ 二 一 タの輸 送 に はず いぶ ん 神経 を使 い ま
した.ま た,日 本 で 考 え た とお りに この シ ス テ ムが 順 調
に 動 き出 す か の 不安 もあ りま し た.更 に1か 月間 と い う
短 い 夏 の 期 間 に 情 報 処理 棟 を建 設 し,そ の 中 に コ ンビ.二
一 タを設 置 しな けれ ば な らな い と い う時 間 的 制 約 もあ り
kし た.し か し,隊 員 とふ じ乗 員 の 努 力が 実 り,1月 末
まで に は情 報 処理 棟 の 建設 とコ ン ピ ュー タの 搬 入 が 終 了
しま した,更 に,こ の コ ン ピュ ー タ に質 の よ い超 高 層 の
デ ー タを送 り込 む た め の 無人 観 測 所 と テ レメ ー タ送 信 局
を,基 地 ノ イ ズの 影響 の な い西 オ ングル 島 に建 設 し ま し
た.そ して,そ の デ ー クを受 け る テ レメ ー タ受 信 扁 を東
オ ングル 島 の情 報 処理 棟近 くに 建設 す る こ とが で き ま し
た,・ 方,マ リサ ッ ト(海 事 衛 星)を 利 川 した 衛 星 通 信
の 移 動 局 は,生 物 用 の カ ブ ー ス に設 置 しま し た.カ ブ ー
スを 鉄骨 で 補強 し,ア ンテ ナ を 屋Lに,端 末機 は カ ブ ー
コ
;
い ＼
、 「.1」'
_グ ー ・命 ・
ノ..・・ つ
|
?
?
` し
1蜆1創刊iワ)横:二#.:し
く建 設 され た川 報
処理 棟
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●
情 報 処理 棟 に 設
1瞳さ才/たコ ン ヒ
二 一 タ
ス内に設置しました.こ の建設作業も1月 末に は終 了
し,2月111から日本との間で,電 話,テ レックス,フ
ァクシミリの通信が常時可能とな りました.し かも通tA'
状態は電離層の状態によらず,い つでも良好です.2月
1[1に極地研究所との問で初めてマリサットによる電話
連絡を行いましたが,相 手の声が国内の電話のように明
瞭なのには驚きました.短 波通信のフェーデ ィングや雑
音に悩 まされてきたことに比べると隔世の感がします.
情報処理棟が完成し,コ ンピュータが設置され,西 オ ン
グル島にはテレメータ方式の無人観測所が建設され,日
本とは衛li1通俗が可能となったことにより,いよいよ昭
和基地 も情報化時代の仲間入りをしたことを強 く感 じま
す.特 に,4Jl/{の帰国直後に,昭和基地のコンピュー
タで作成 された地磁気の変化図がマリサ ット衛星のファ
クシミリで極地研究所に送 られてきているのを見たとき
は,11召和基地とli本の距離が以前に比べずっと近づいた
ことをひしひしと感 じました,
22次隊のこの他の話題 としては,20次,21次と2年か
けて作った夏期隊員宿舎を初めて使い出したことや,生
物の潜水調査を昭和基地周辺の海で初めて実施したこと
などがあ ります.夏 期宿舎は22次で内装を行い完成しま
したが,そ の住み心地は素晴しく,愛称の"レ ークサイ
ドホテル"の 名にふさわしい建物です.特 に,こ れまで
夏期間飯場棟を利用したことのあるふ じ乗員にとっては
以前の大変さを知っているだけに好評でした.食 堂のス
ペースが広いので,食事時だけでなく夜も くつ ろげ ま
す,風呂にも毎日入れ,トイレも水洗なので,昼間のきつ
い建設作業で疲れた体もこの宿舎に戻って くればす ぐに
回 復 す る気 が し ます,こ う した 意味 で 夏宿r}は22次の夏
期 オペ レ ー ン ヨ ンの 成 功 に 大 い に 貢 献 して くれ ま した.
潜 水 調 査 は,西 の浦8回,北 の浦6回,北 の 瀬Jf1回
の 合 、1|'15|・1|fi－い ま した,水 温 が 一1.5℃の 氷 の 海 に も ぐ
る訳 で す か ら,安 全対 策 に は ず い ぶ ん 力 を 入 れ ま し た
が,潜 水 した2人 の 夏 隊 員 の 力 壼 が す ぐれ て い た こ とも
あ り,予 想 以 一ヒ乃 成 果 を.ヒげ る こ とが で きま した,こ れ
まで の トラ ップ に よ る生 物 調 査 の 方 法 で は,ト ラ ッ プに
入 る 習 性7)ある 動 物 しか 調 査 で きま せ ん で した が,潜 水
調 査 で は 南 極 の 海 の生 物 の 様 子 が そ の ま ま の 形 で 分 か
り,新 しい 生 物 も沢 山 発 見 す る こ とが で きま した,今 回
の 成 功 は,南 極 で の生 物 研 究 つ 方 法 に,新 しい 分野 を 切
り開・たという点でも綾 だと思・ます・ ●
こ の 他,22次 の 夏期 オ ペ レー シ ョ ン で は,気 水 圏 で
は,み ず ほ 基 地 よ1)更 に 内 陸300kmの 海 抜3000mの
北の浦での生物潜水調査風景
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V200までの旅行を,地 学では,昭 和基地よIJみずほ基
地まで測線を張った人工地震実験を行いました.ま た,
昭和基地か らの帰途,超 高層のnソ 共同観測引き継ぎの
ため,マラジョージナや基地を3日間にわたって訪問し,
大いに友好を深めることができました.22次の夏のオペ
レーションでは当初計画していたものをすべて実現する
ことができましたが,こ れは,気 象や海氷の状況が良か
ったこともあ りますが,そ れ以上に,そ のよい条件を十
分に生かすことができた点にある気がします.コ ンピュ
ータをは じめとして,それぞれの分野で,南 極での実施
方法を詳しく検討し,それに対する用意を十分していた
ことと,南極での実際のオペ レーションでは,それ らの
実現のため,隊員もふ じ乗員も全力を尽 したことが,夏
のオペ レーションを成功に導いたと思っています.
(筆者:第22次観測隊副隊長
超高層物理学第一研究部門助教授)
研究所出版物
JARE　Data　Reports
　 No.　60　(Marine　Biology　1)
　 　 Plankton　samplings　on　board　Fuji　in　1972-1980,
　 by　M,　Fukuchi　and　T.　Tanimura.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 March　1981
　 No.　61　(Meteorology　8)
　 　 POLEX-South　data,　Part　1.　Radiation　data　Mizu.
　 　 ho　Station,　Antarctica　in 1979,　by　T.　Yamano・
　 uchi,　M,　Wada,　S.　Mae　and　S.　Kawaguchi.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 March　1981
　 No.　62　(Meteorology　9)
　 　 POLEX・South　data,　Part　2.　Micrometeoro1ogical
　 　 data　at　Mizuho　Station,　Antarctica　in　1979,　by
　 M.　Wada,　T.　Yamanouchi,　S.　Mae,　S.　Kawa-
　 guchi　and　K.　Kusunoki.　 March　1981
　 No.　63　(Glaciology　7)
　 　 Glaciological　d ta　collected　by the　Japanese　Ant-
　 　 arctic　Research　Expedition　from　February　1979
　 to　January　1980,　by　M.　 Wada,　T.　Yamanouchi
　 　 and　S.　Mae.　 March　l981
　 Catalog
　 　 Catalog　of　JARE　geodetic　survey　data,　comp,　by
　 　 Geographical　Survey　Institute,　 1981
Antarctic　Geolog三cal　Map　Series
Sheet　22:　0ku・iwa　Rock,　1/2㎜ 　 March　1981
第22次隊月例報告
〈56年3月 ・4月 〉
3月の上旬は連日好天に恵まれ,日 照時間は基地開設
以来の最大,月 平均雲量は最低を記録 し,気温は例年に
比べてかな り高目に推移し,最低気温は月末に至ってよ
うやく一10℃を下まわるようになった.こ のため海氷の
成長は遅 く,下旬の強風でオングル海峡の開水面はさら
に広がった.
4月に入ってか ら天候は悪化したが,ブ リザー ドは月
末まで襲来せず,気 温も高目に推移 したものの,-10℃
をしばしば下廻 り海氷がある程度成長した.こ のためピ
ラタス機の飛行が可能とな り,24H試験飛行及び氷状調
査を実施した.そ の結果ラングホブデまでの氷結が認め
られ,秋 のみずほ旅行を実施しうる可能.帷が大となった
が,27日～29|.iの本年初のブリザー ドによって再び海氷
面が拡大し,洋 々たる海となったので,決 して楽観は許
されない状況にある.
観測報告
情報処理棟内の超高層現象観測:3月11nより全ての
アナログデータの連続記録を開始した,コ ンピューター
へのデータのつなぎ込み作業は3月 上旬よ り実施して,
地磁気3成 分,プ ロトン,　ELF-VLFのスペクトル等の
デ ィジタルデータ関係と,　ELF-VLF,　CNAの振幅のキ
ャリブ レーションを終了した.掃天フォトメータはコン
ピュータとのつなぎ込み作業の際,デ ィジタル系が故障
した.
環境科学;炭 酸ガス分析計の修理が完了し,3月gn
から31nまで測定したが,平均濃度340.3ppmで昨年よ
り約7ppm高い,4月 も30Rl間の平均が338ppmで約
5ppm高かったので,こ のまま観 測 を続 け,チ ェック
のため標準ガスの一部を持帰ることにした.
地学二新しく始めた岩盤ボーリングを再開したがボー
リング機械の欠陥によ リネジ部分が切れるという事故が
発生し,水の流通がとまり凍結したため,ロ ッドが動か
な くなった.事 故までの掘肖rj深度は13.7mである.
設営報告
燃料消費内訳 単位:1
3月4月
区 分 .消費量 残 量 消費量:1残 量
普 通 軽 油14・050;373,93013,0rOI359,960
灯 i山3,18546,235i4,179 42,056
4月下旬にかけて短波通信が全般的に悪化し対銚子不
能「121.i,対モーソン不能回数10回,対みずほ不能回数
9回となった.対KDDは 概ね良好であった.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max,temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海面(Mean　pressure,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
昭 和 基 地(Syowa;89532)
3月(Mar.)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・1D分間 平 均(Max.　wind
　 　 　 speed,　IO-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雪 景(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
一4 .9
一 〇.3
一15 ,3
989.6
2.8
66
8.3
4月(Apr,)
一8 ,8
一3 .4
一17 .7
990.5
2.3
72
9.6
み ず ほ基 地(Mizuho;89544)
3月(Mar.)
一30 .2
一18
.8
一44 .6
735,8
4月(Apr.)
一38 ,1
一25 .3
一51 .0
733.8
(Station　pressure)
11.4
25.7(25,ENE)29.0(28,ENE)18.1(1,E)
31,1(25,ENE)37.3(27,NE)
6.4
5
8.3
1
10.4
21.6(14,E)
"t、t、1-」～
～
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問に体の一・部をもぎとられたという訳である.た だし,{》
南極の石であればすべて蜂の巣岩にな りうるわけではな1
く,ある特定の層に蜂の巣が生 じているこ とが よ くあ ミ
・.南極・砒 造岩鉱物・大きさや種類・点… パ
か に分 類 され るが,花 嵐岩 や ペ グ マ タ イ トの よ うに 粒 の ミ
大きい,7Ri,あるい髄 に,細 米立で辮 な玄武岩のよう ミ
な岩石には蜂の巣はできに くい,蜂の巣がもっとも発達1
す・のは沖 粒・鎌 岩・呼ばれ・岩・了であ・・と・ろ{
東 オ ング ル 島 に み られ る蜂 の巣 岩
南極大陸を吹き抜ける烈風は,地表に露出する岩石を
}次 々 と削 りこみ,"蜂 の巣 岩"と 呼 ば れ る穴 ぼ こ だ ら け
で,蜂の巣岩をよ く観察すると.穴のでき方やその方向.三
に,あ る規則性が認められる,穴の方向は,そ の岩石の}
ζ露出する地域の風向に対応すると考えられるが
,一般に1
は岩石の縞織 造の方向と_致 している齢 が多い,こ ミ
れ らの結状構造は,造 岩鉱物の並びによって構成されて
お り,通常この方向に沿って岩石は割 れ やす い.従 っ
て,多少風向きが変わっても,主 として縞目に沿って穴
は拡大してゆ くのであろう.
蜂の巣岩の成因は,大 部分はこのような機械的な風化
によるのであろうが,や まと山脈のような内陸よりも,
沿岸部に著しく見られるので,海上を吹き抜けた風がも
ミの特異な岩石を造 りあげた.地球の地下深部で数億年以 たらす塩類による化学的風化も一役買っているのかもし
}上 も前に誕生 した南極の岩石は,その後の幾たびかの弛 れない,
1殻変動を頑固に生き抜いて,よ うや く地表に達して新鮮 風化のスピー ドについては,平 坦な部分で年間1mm
l:な空気を胸一杯に吸い込もうとした途端,い つの問にや 程度 という報告もあるが,は っきりしたことはわかって1
ら猛烈な疾風がまわDを とり囲み,あ れよあれよという いない.ξ
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